
問４．標準状態で 11.2 L の二酸化炭素に含まれる分子の数を求めよ。

問５．10 g の塩化ナトリウムの物質量（mol）を求めよ。

問６．0.20 mol/L の塩酸水溶液 100 mL に含まれる塩酸の物質量（mol）を求めよ。

問７．0.1 mol/L の酢酸（CH3COOH）の pHを求めよ。ただし，酢酸の電離度は 0.01 とする。

問８．アンモニア（NH3）が 2 mol 燃焼するとき，生成する水の物質量（mol）を求めよ。

問９．重曹（炭酸水素ナトリウム）を加えて加熱すると，ケーキの生地が膨らむ現象が起こる。この反応を化学反応式で表せ。

問10．白金電極を使った水の電気分解で発生する陽極と陰極の気体を化学式でそれぞれ答えよ。

  　  　一定量の塩化アンモニウム（NH4Cl）に，十分な量の水酸化カルシウム（Ca（OH）2）を加えて完全に反応させた。このとき発生

した気体（　ア　）を 0.10 mol/L の塩酸 500 mL に完全に吸収させた。残った塩酸を調べるため，1.0 mol/L の水酸化ナトリウム

溶液を（　イ　）に入れ，（　ウ　）を指示薬として用いて中和滴定を行ったところ，15.0 mL の水酸化ナトリウム溶液が必要で

あった。ただし，原子量はH＝1，N＝14，O＝16，Cl＝35.5，Ca＝40 とする。

問１．この反応の化学反応式を書け。

問２．（ア）～（ウ）にあてはまる適切な語句を答えよ。

問３．指示薬（ウ）を用いた場合，中和滴定の前後で溶液の色は何色から何色に変わるか。

問４．中和滴定で消費された水酸化ナトリウムの物質量（mol）を求めよ。

問５．もともと用意した 0.10 mol/L の塩酸 500 mL 中に含まれていたHCl の物質量（mol）を求めよ。

問６．発生した気体（ア）の物質量（mol）を求めよ。

問７．発生した気体（ア）の標準状態での体積（Ｌ）を求めよ。

問８．用いた塩化アンモニウムの質量（ｇ）を求めよ。

  　  　次の 2つの実験を行った。以下の問いに答えよ。

実験１：  鉄くぎ（Fe）を硫酸銅（II）（CuSO4 ）水溶液に浸した。時間が経つにつれ，溶液の色は（　ア　）色から（　イ　）色に

変わり，鉄くぎの表面には（　ウ　）が付着した。

実験２：  亜鉛片をそれぞれ（Ａ）希硫酸および（Ｂ）濃硫酸に加えた。（Ａ）の場合，盛んに気体が発生し，その気体を燃焼させる

と水が生成した。一方，（Ｂ）の場合はほとんど泡は出なかったが，刺激臭のある気体が発生した。

問１．実験１の（ア）～（ウ）にあてはまる適切な語句を答えよ。

問２．実験１のFeの反応を電子（e－）を含むイオン反応式で書け。

問３．実験１の銅イオンの反応を電子（e－）を含むイオン反応式で書け。

問４．問２と問３のイオン反応式から電子（e－）を消去したイオン反応式を書け。

問５．実験２（Ａ）で亜鉛が起こした酸化還元反応のイオン反応式を書け。

問６．実験２（Ａ）の下線部の反応を化学反応式で示せ。

問７．実験２（Ｂ）で発生した気体の化学式を書け。

問８．実験１および実験２からわかる金属のイオン化傾向の特徴について 100 字程度で述べよ。

Ⅲ

Ⅳ

化学基礎問題その２－ 11 －

　　  神経系に関して，次の各問いに答えよ。

問１．次の文章の（ア）～（キ）に入る適切な語句を答えよ。

　神経系は，神経細胞により構成されており，情報を（　ア　）的な信号にして伝えている。ヒトの神経系には，（　イ　）と

（　ウ　）からなる中枢神経系と，そこから体中に伸びる末梢神経系がある。末梢神経系には中枢神経系からの情報を効果器に

伝える（　エ　）と，受容器からの情報を中枢神経系に伝える（　オ　）がある。また，内臓や分泌腺の機能を調整する

（    カ    ）系もある。（カ）は交感神経と副交感神経から成り立っており，この 2つの神経が協調しながら（　キ　）性が支えら

れている。交感神経と副交感神経は，一方が器官のはたらきを促進し，もう一方は器官のはたらきを抑制するように，互いに拮

抗的にはたらく場合が多い。

問２．次のはたらきは，交感神経と副交感神経のどちらによるものかを答えよ。交感神経による場合は 1，副交感神経による場合は

2として答えよ。

　　ａ　瞳孔の拡大　　　　　　　　ｂ　心臓の拍動の抑制　　　　　　　　ｃ　気管支の収縮　　　ｄ　すい液の分泌促進

　　ｅ　胃・小腸のぜん動抑制　　　ｆ　肝臓内のグリコーゲンの分解　　　ｇ　立毛筋の収縮

　　  ヒトの血液の循環に関する下の図について，次の各問いに答えよ。

Ⅰ

Ⅱ

① ④

⑥

⑦

②

⑤

③

令和８年度　西九州大学一般選抜「Ⅰ期」入学試験問題（生物基礎）
解答はすべて解答用紙に記入せよ。
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問１．図の①～⑦に入る器官の名称を答えよ。

問２．血液の循環には下記のＡとＢの 2つの経路がある。次の文中の（ア）～（エ）に当てはまる経路を図の①～⑦から選び，数字

を記入せよ。

　　Ａ．心臓から出た血液は（　ア　）を通って肺に送られ，新鮮な酸素を取り込んだ後，（　イ　）を通って心臓へと戻ってくる。

　　Ｂ．心臓から（　ウ　）を通って全身に血液が送られて酸素を供給し，（　エ　）を通って心臓に戻ってくる。

問３．ＡとＢの経路の名称を答えよ。

問４．次の文章の（ａ）～（ｆ）に入る適切な語句を答えよ。

　血液の主な成分は，（　ａ　），（　ｂ　），（　ｃ　）などの血球と透明な液体の（　ｄ　）である。血液以外の体液には，（ｄ）

が染み出した（　ｅ　）と（　ｆ　）がある。

　　  体温の調節に関して、次の各問いに答えよ。

問１．次の文章の（ア）～（キ）に入る適切な語句を答えよ。

　哺乳類や（　ア　）は，外界の温度が変化しても，体温をほぼ一定に保つことができる（　イ　）動物である。外界の温度の

変化は，（　ウ　）の温度受容細胞や，（　エ　）にある体温調節中枢で受容し，調節が行われる。

　外界の温度が下がった時には，体表の（　オ　）が収縮して血液の循環量を抑え熱が失われないようにする。また，立毛筋を

（　カ　）させ，体表の断熱性を高める。また，（　キ　）を収縮させて震えさせ熱を発生する。寒さが続くと，各種のホルモン

が分泌され，肝臓や筋肉の活動が高まり，熱を発生する。

問２．外界の温度が上がった時に起きる体温調節を説明しなさい。

　　  世界の陸上のバイオームに関して，次の各問いに答えよ。

問１．次の（１）～（６）の特徴に該当するバイオーム名を下の語群から選び，記号で答えよ。

　　（１）　暖温帯で，葉が厚くて光沢のある常緑広葉樹林が見られる。

　　（２）　温帯のうち，葉が硬くて小さい，夏の乾燥に耐える常緑広葉樹が見られる。

　　（３）　熱帯の降水量の多い地域に分布し，多様な種の常緑広葉樹が見られる。

　　（４）　亜寒帯で，葉の面積の狭い針葉樹が見られる。

　　（５）　比較的冷温な温帯で，落葉広葉樹が見られる。

　　（６）　熱帯や亜熱帯で雨季と乾季がある地域において，雨季に葉をつけ，乾季には落葉する落葉広葉樹が見られる。

　　　　　　　　

問２．次の（ア）～（カ）の動物がどのバイオームに分布しているか，当てはまるバイオーム名を問１の語群から選び，記号で答えよ。

　　（ア）ニホンザル　　　（イ）オランウータン　　　（ウ）ツキノワグマ

　　（エ）アナウサギ　　　（オ）シベリアトラ　　　　（カ）アジアゾウ

Ⅲ
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語群 ａ．熱帯多雨林　　　ｂ．雨緑樹林　　　ｃ．照葉樹林　　　ｄ．サバンナ　　　ｅ．ステップ

ｆ．硬葉樹林　　　　ｇ．夏緑樹林　　　ｈ．針葉樹林　　　ｉ．砂漠　　　　　ｊ．ツンドラ・高山植生
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